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れる電界強度分布は， 実際に装置に印加される電界強度分布を模擬したものが望ましい． そこで， 妨害波の放射
源が遠方にあり， 供試機器が導体平面上にあるモデルを考え， このモデルに基づいて電界強度分布を求めた． ま
た， 屋内・屋外の電界強度分布を測定し， 理論値との比較を行った． その結果このモデルを用いると， 電界強度
分布は周波数によらず一定となること， 電界の水平成分は床面に近づくに従い減衰すること， 屋内・屋外の妨害
波の電界分布をよく模擬していることがわかった． 更に， 電波暗室内の床に配置する電波吸収体の位置， 種類，
放射アンテナの位置と発生する電界強度分布の関係を求め， これらのパラメ ー タを最適に設定することにより，
上記モデルに基づいた電界強度分布が発生可能であることを示した．


















し， 送信アンテナにより均 一 な電界を発生する方
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際機関である IEC の TC65 では， 地上高0.8～2.3m,
幅1.5mの垂直面内において， 0.5m間隔の16点のう















































Fig. 1 The electric field model around ITE. 
図2 電界強度解析モデル
Fig. 2 The calculation model. 
。
の伝搬路，nは大地面反射波の伝搬路を示している．






/ _-;korl ,12 --ikor2 ,12 \ 
Ev=k＼�寺＋R三7克｝ (2 )
η ＝Jd2 + (h1-h2)2 (3)
η＝.／d2 +(h1 +h2)2 (4)




EH ＝主�e-jkO叶 1－�e jko同一川｜ ( 5)
Tl L f2 」
d2以 「 ri3 I ,l Ev＝で三旦e i胸円 11 ＋τ\i-e jko{rト，
1i I < 6) 
Tl L f2 _l 
式（5), (6 ）にe ;x=cos X 一 j sin zの公式を代入し
絶対値をとると，
IEH I ＝ 前（1一三)2＋学1一 cos ko(ηー η））
( 7)
d2 k� II d\2 2d I IEvl ＝でず.／（ 1＋ゴ）－竺去（1一 cos h。（ηri))fl v 、 f2 I r2 
( 8) 
今，周波数80MHz ～ 1GHz で d-:t>h1, h2の場合を
考えているので，cosk。（η－ ri）毎 1となり式（3),(4)
は，
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と近似できる（11）ので式（9 ) , (10）を式（7), (8 ）に代
入して，電界強度の近似式が以下のように求まる．
2 h1h 2 IEHlιk2 
『 O d(d"+hHM) 
= /a(OJ) 0 / H(h 1 , h 2 , d) (11) 
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式（11), (12）からわかるように，放射源からの距離（d)
が送受信高（h,, h2 ）に対して十分大きい場合，電界強
度分布の地上高依存性を示す項（ん（h 1 , h 2 , d), fv (h, ,
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界強度分布で正規化したときの偏差の最大値が， 放射
源からの距離によってどのように変化するかを示した
ものである． ここで周波数 80MHz は放射イミュニテ
ィ試験の下限周波数であり， 放射源の地上高（h1）は2
mで計算した． 図3, 4からわかるように，放射源から













どうか検討した． そのため， 建物内（屋内 ）， アスフア
ルト道路上 （屋外） の電界分布を， テレビ放送波等の
常時送信されている電波について測定した． 図5に測
定系を示す． 電界の測定にはエレメント長 420mm の




EH= fm王£y (13) 
アクティプダイポ ー ルアンテナは入力インピ ー ダンス











依存性が周波数に依存しなくなるか検討した． 図3, 4 
に地上高 80cm 以下の電界強度分布の，放射源からの
距離に対する依存性を解析した結果を示す． この図は
異なる周波数について地上高 10 ～ 80cm の電界強度
分布を 1cm 間隔で計算し， それぞれを 80MHz の電
一一 100MHz
-300MHz
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Distance from radiation回urce (m} 
電界強度分布計算値の周波数依存性（水平偏波）
Dependence on frequency of the calculated 












: II : 
asphalt road 
図5 屋内・屋外の電界分布測定系
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Distan叩from radiation釦ur，曲（m}
電界強度分布計算値の周波数依存性（垂直偏波）
Dependenα on frequency of the calculated 


































Electric由eld strength (dBuV/m) 
屋内の電界分布測定例（103.2MHz 垂直偏波）
A result of仕1e electric field distribution in a 
room. (103.2 MHz vertic渇I)
0 
80 90 
E陥ctric field誠rength (dBuV/m) 
屋外の電界分布測定例（103.2MHz 垂直偏波｝
A result of the electric field measurement out· 












































Electric field strength (dBuV/m) 
屋外の電界分布測定例（103.2MHz 水平偏波）
A result of the electric field measurem四t in a 






















Electric field strength (dBuV/m) 
屋内の電界分布測定例（103.2MHz 水平偏波）
An example of the elec甘ic field measured in a 





































Fig. 10 Electric field specification method below 80 cm. 
(horizontal) 
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図 11 地上高80cm以下の規定方法（垂直偏波）
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図 12 電波暗室における電界強度分布測定系
Fig. 12 The experimental setup for measuring the 
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図 13 電界の均一性測定例（水平偏波）
Fig. 13 An example of electric field uniformity. (hori­
zontal) 
方法によって， 要求される電界強度分布が発生する必









ナ高 1.5m， 送信アンテナと電界センサ間距離（図 2 中












電界強度分布を決定するパラメ ー タには， 電波吸収
体の配置・種類・数， 送信アンテナの位置がある． こ























antenna and electric 
field sensor 
図14 パラメ ー タ決定フロ ー チャ ー ト
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B12 B16 B20 
Type and the number of absorbers 
Note: 
A 12 : 12 pieces of absorber A 
A8+B4 : 8 pieces of abs. A 飢d 4 pieces abs. B 
A4+B8 : 8 pieces of abs. A and 4 pieces a凶.B
B12 : 12 pieces of absorber B 
B16 : 16 pieces of absorber B 




Fig. 15 Dependence on the type and number of 
absorbers of the electric field. (vertical, trans­
mitting antenna height =1.5 m, distance 
between antennas= 3.0 m) 
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Requirement 
-o- 150・200MHz (ve同ical)


























Distance between transmitting antenna 
and electric field sensor (m) 
図 18 電界強度分布の送信アンテナと電界センサ聞の
距離に対する依存性
Fig. 18 Dependence on the distance between transmit· 
ting antenna and electric field sensor of the 
electric field. 
10 8 6 4 2 3 
図 16 電界強度分布の送信アンテナ高依存性（水平偏波）
Fig. 16 Dependence on the transmitting antenna 
height of the electric field. (horizontal) 
1 2 
Transmitting antenna height (m) 
...... 300 ・400MHz



















field） を示している． 図からわかるように， 地上高80
cm以上では従来のIEC規定を満たし，同時に，80cm
以下では本論文の方法を用いて規定した電界強度分布
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Fig. 17 Dependence on the transmitting antenna 
height of the electric field. ( vertical) 
図より周波数200～300MHzで偏差が特に大きいこ






















Fig. 21 The maximwn deviation between measured 
and calculated height pattern. (horizontal) 
130 140 
Electric field strength (dBuV/m) 
電波暗室内の電界分布測定例
(202MHz 水平偏波）
Fig.19 A res叫t of the electric field distribution in a 












Fig. 22 The maximwn deviation between measured 
and calculated height pattern. ( vertical) 
のパラメ ー タと電界強度分布との関係を求め， 電波暗
室において従来のIECの規定と，本論文の方法で規定
した電界強度分布を同時に発生するためのパラメ ー タ
















Electric field striingth (dBuV/m) 
図20 電波暗室内の電界分布測定例
(202MHz 垂直偏波）
Fig. 20 A result of出e electric field distribution in a 
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